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歯科定期健診（受診）の定着に向けて

令和3年12月9日
令和3年度 健康づくり
推進協議会
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１. 協会けんぽ福井支部の歯科受診の傾向

●一人当たりの歯科受診分医療費（歯科受診分総医療費÷加入者数）

●一人当たりの歯科受診率（歯科受診分レセプト総件数÷加入者数）
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3年連続全国47位

・平成29年度から令和元年度にかけ全国的に増加傾向だが、福井支部は全国下位。

3年連続全国43位
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１. 協会けんぽ福井支部の歯科受診の傾向

●一年間に歯科健診を受けた人の割合（出典：平成28年度国民および県民健康・栄養調査）

●進行した歯周炎を有する者の割合（出典：平成28年度県民健康・栄養調査）

・歯科健診を受診している方は全国平均以下で、治療が必要な方も少なくない。

福井県は5割以下 約3割の方が進行した歯周炎
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１. 協会けんぽ福井支部の歯科受診の傾向

全国平均と比較し、医療費や受診率は低いが、潜在的に治療が必要な加入者は多い。

①歯科講習会

②事業所歯科検診

③糖尿病リスク保有者への受診勧奨

１ 異常なし 良好です

２ 要指導
歯肉に軽い炎症が
あります

３ 要治療
歯周病の治療が
必要です

４ 要治療
むし歯の治療が
必要な歯があります

５ 要治療
歯が抜けたままに
なっています

６ 要精査
口腔内に気になる
症状があります

有

所

見

者

実施年度 実施社数 受診者数 有所見率

平成28年度 2 26 57.7%

平成29年度 5 152 38.2%

平成30年度 11 161 37.9%

令和元年度 7 199 60.3%

令和2年度 3 38 42.1%

合計 28 576 46.9%

■福井支部事業所歯科健診実績 ■事業所歯科健診判定結果

広報の実施状況については、P11参照。

 定期的な歯科受診を定着させるため、3つの事業を実施。
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２－① 歯科講習会

※太枠の中をご記入ください

フリガナ 生年月日（和暦） 性別

　唾液で歯周病リスクがわかる検査です。
　検査の流れは以下のとおりです。
　①紙コップの水を口に含み、10秒間口をすすいで
　　紙コップに吐き出します。
　②吐き出した水に、検査紙を入れ唾液中に
　　血液反応があるかを判定します。
　③吐き出した水に微量の血液が検出されると
　　「陽性」となり、歯周病であることが疑われます。

歯科医師記入欄

検査結果が「陽性」となった方は速やかに
歯科医院を受診してください。
歯周病を放置すると大事な歯を失うだけでなく
全身の健康にも悪影響を及ぼすことがわかって
きました。
受診記録が確認できない場合は、協会けんぽ
より、ご自宅に勧奨案内を送付する場合が
ございます。

検査日　　年　　月　　日

簡易唾液潜血検査票

　唾液検査結果　　　陽性　・　陰性

年　　月　　日
1.男
2.女

お名前

福井県歯科医師会

昭

・

平

 簡易唾液潜血検査の結果が「陽性」となった方へ

歯科への受診を案内

（検査実施後2か月以内に歯科の受診がない

方に対し、検査実施月より4か月後に受診の

案内文書を送付）

受講者数 原則20～30名

受講時間 およそ1時間

費 用 無料

実施内容
① スライドを用いた歯周病と全身の健

康（主に糖尿病）についての講話

② 簡易唾液潜血検査の実施

結果通知 「陽性」「陰性」を検査票にて通知

■ 概要

※実際の講習会の様子については

最終ページ(資料4-2)参照
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２－① 歯科講習会

講習会実施月 事業所数 受講者数 Ⓐ検査者数 Ⓑ陽性者数
陽性割合
（Ⓑ÷Ⓐ）

Ⓒ検査後
受診者数
（Ⓑ×0.5）

Ⓓ案内
対象者数
（Ⓑ－Ⓒ）

勧奨実施月
Ⓔ勧奨後
受診者数
（Ⓓ×0.3）

受診者数
合計

（Ⓒ+Ⓔ）

令和3年7月 2社 41名 36名 24名 66.7% 12名 12名 令和3年11月 4名 16名

令和3年8月 1社 14名 14名 6名 42.9% 3名 3名 令和3年12月 1名 4名

令和3年9月 3社 41名 40名 28名 70.0% 14名 14名 令和4年1月 4名 18名

令和3年10月 2社 43名 41名 25名 61.0% 12名 13名 令和4年2月 4名 16名

令和3年11月 1社 32名 31名 19名 61.3% 9名 10名 令和4年3月 3名 12名

令和3年12月 2社 45名 令和4年4月

累 計 11 社 216 名 162 名 102 名 63.0% 50名 52名 16名 66名

※

●目標達成割合 事業所数：37.9% 受講者数：37.2%

●陽性者割合 63.0%

●陽性者のうち、歯科の受診がない方に受診の案内文書を送付。

◆目標値◆ 29社 580名（歯科受診者 190名）

※令和3年12月2日及び16日実施予定。受講者数は予定人数。

目標：陽性者の50%が検査実施後2か月以内に受診
受診案内後30%が勧奨実施翌月より２か月間以内に受診

（目標）
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２－② 事業所歯科健診

健診者数 原則10名以上

健診時間 1人あたり5分程度

費 用 受診者数に応じて負担あり

実施内容

① 受診者が問診形式にて記録票に記入（歯を
みがくと血がでるか等）

② 上記回答結果を踏まえ、受診者の口腔内を
診査のうえ、むし歯、歯周病の有無を判定

結果通知 判定結果を記録票にて通知（3㌻目参照）

■ 概要

 判定結果が「要治療」「要検査」となった
方のうち、2か月以内に歯科の受診がない
方に対し、健診実施月より4か月後に受診
の案内文書を送付

 簡易唾液潜血検査に比べ、高精度の判定が
可能
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２－② 事業所歯科健診

歯科健診施月 事業所数 Ⓐ受診者数 Ⓑ有所見者数
有所見者割合

Ⓑ/Ⓐ

Ⓒ検査後
受診者数

（Ⓑ×0.5）

Ⓓ案内
対象者数
（Ⓑ－Ⓒ）

勧奨実施月
Ⓔ勧奨後
受診者数

（Ⓓ×0.3）

受診者合計
（Ⓒ+Ⓔ）

令和3年10月 1社 33名 12名 36.4% 6名 6名 令和4年2月 2名 8名

令和3年11月 1社 14名 6名 42.9% 3名 3名 令和4年3月 1名 4名

累 計 2社 47名 18名 38.3% 9名 9名 3名 12名

◆目標値◆ 12社 240名（歯科受診者 80名）

 目標達成割合 事業所数：16.7% 受診者数：19.6%

 有所見者割合 38.3%

 有所見者のうち、歯科の受診がない方に受診の案内文書を送付
目標：有所見者の50%が検査実施後2か月以内に受診

受診案内後30%が勧奨実施翌月より２か月以内に受診

（目標）

事業所数 ⓐ受診者数 ⓑ有所見者数
有所見者割合
（ⓑ/ⓐ）

©検査後
受診者数

検査後
受診割合
（©/ⓑ）

ⓓ勧奨
対象者※
（ⓑ-©）

ⓔ勧奨後
受診者数

勧奨後
受診割合
（ⓔ/ⓓ）

受診者合計
（©＋ⓔ）

3社 38名 16名 42.1% 6名 37.5％ 9名 2名 22.2％ 8名

＊参考＊ 令和2年度実績

※資格喪失者1名を勧奨対象者より除く。
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２－③ 糖尿病リスク保有者への歯科受診案内

■ 概要

 歯周病と糖尿病が互いに悪影響を及ぼし合うこと
に注目

 糖尿病治療者に、より歯科受診の必要性を理解

して頂くため、今年度から糖尿病治療者に限定し

受診の案内ハガキを送付

 案内送付後も歯科受診が確認できない対象者に

対し、令和3年12月に再度受診案内を送付

送付件数 1,380件

送付日 令和3年7月29日

対象者

① 福井支部加入者で住所地が福井県内
であること

② 令和元年度の健診結果で「糖尿病に
かかる服薬治療中」であること

③ 平成31年4月以降の歯科受診が確認
できないこと

（①～③全てを満たす方）

OPEN



機密性2

10

２－③ 糖尿病リスク保有者への歯科受診案内

 二次勧奨送付の2か月後、令和4年2月末までの

一次及び二次勧奨による受診者の合計が事業指標

 令和4年4月に効果測定。併せて、受診者の年齢層、

血糖値といったデータを分析、その結果を踏まえ

令和4年度事業における受診勧奨の対象者、効果

的な勧奨方法、広報等を検討

実施月 実施内容
二次勧奨
対象数推

7月 Ⓐ1回目 1,380件 発送 1,380

8月～
11月

Ⓑ住所不明による郵便未着 17件

Ⓒ勧奨前に受診した方 91件

Ⓓ勧奨後に受診した方 54件

1,218

12月
二次勧奨 1,218件 発送
受診者割合4.2%｛Ⓓ ÷（Ⓐ－Ⓑ－Ⓒ）｝

◆目標値◆ 受診者138名 10％■ 実施スケジュール

対象者 実施年月
(ｶｯｺ内は2回目)

送付対象者数
(ｶｯｺ内は2回目)

1回目
受診者数

2回目
受診者数

Ⓔ合計
受診者数 歯科受診定着率

① 福井支部加入者で住所地が
福井県内であること

② 該当年度の健診結果で「空腹
時血糖110㎎/dl以上または
HbA1c6.0％以上」

③ 健診受診年度以降、保険診療
による歯科受診が確認できな
いこと

令和元年9月
(令和2年2月)

3,784名
（2,116名）

329名

8.7％

116名

5.5％

445名

11.8％

188名

42.2%

令和2年9月
(令和3年2月)

3,424名
（3,221名）

280名

8.2％

129名

4.0％

409名

11.9％

192名

46.9%

＊参考＊令和元年度及び２年度事業実績

※1 ※2 ※3

※1 : 対象者のうち、2回目の案内まで（10月～翌年2月）に歯科受診が確認できた人数
※2 : 2回目の案内を送付した対象者のうち、案内後2か月以内（3月～4月）に歯科受診が確認できた人数
※3 : Ⓔのうち、効果測定後1年以内（5月～翌年4月）に歯科受診が確認できた割合（令和2年は5月～9月までの途中経過）
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参考資料 令和3年度 事業所歯科健診・歯科講習会にかかる広報

広報月 広報媒体 対象者等

広報内容及び実績

事業所歯科健診
【目標12件240名】

申込
事業所数

歯科講習会
【目標29件580名】

申込
事業所数

【紙媒体による広報】

令和3年4月 ダイレクトメール 昨年度講習会実施事業所 32先 ● 3

令和3年5月 けんぽPlus
健康保険委員委嘱事業所のうち
被保険者数20～30名の事業所 402先

● ● 1

令和3年6月 けんぽNews ●

令和3年8月 けんぽPlus 講習会メニューを同封 ● 3

令和3年9月 ダイレクトメール

Ｒ2年度事業所データにて、被保険者数20
名以上かつ被保険者1人あたりの受診日が
2日/年 未満の事業所 369先
（㈱ホクチクの様子を同封）

● 1 ● 2

令和３年９月
（順次）

健康経営優良法人
2022案内

健康づくり宣言事業所 864先 ● 1 ●

令和3年10月 ダイレクトメール
女性被保険者数20～100名かつ女性の割
合が60％以上の事業所 326先
（乳がん月間に伴う講習会の案内）

● 1

【電子媒体による広報】

令和3年6月
メールマガジン（定
期）

● ●

令和3年7月 ホームページ
7/8㈱ホクチクでの講習会を取材し、
その様子を掲載

●

令和3年8月
メールマガジン（随
時）

●

【電話・訪問による広報】

随 時
健康づくり宣言事業所勧奨や特定保健指導
訪問の際に案内

● ● 1


